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多肥及び少肥栽培の長期継続がてん茶の収量及び品質に及ぼす影響

白井一則１）・辻 正樹１）・木下忠孝２）・金田秋光３）・辻 浩孝３）

摘要：てん茶（棚がけ被覆）の自然仕立て及び弧状仕立てにおいて、10アール当たり年間施用窒素量を

０㎏、30 ㎏、60 ㎏（標肥区)、90 ㎏の計４区で14年間栽培し、標肥区に比べ窒素施肥量の削減がチャ

の生育、生葉収量、製茶品質及び茶園土壌の化学性に及ぼす影響を検討した。 

１ 自然仕立てにおいて、収量は60 ㎏区に比べ、30 ㎏及び90 ㎏区は同等で、０㎏区は明らかに減収

した。官能審査や遊離アミノ酸含量等による荒茶の品質評価では、60 ㎏区と90 ㎏区はともに高評価

であったが、両区の差は小さかった。本試験の施肥範囲においては、60 ㎏程度の施肥量が適切であ

ると推察された。 

２ 弧状仕立てにおいて、収量は60 ㎏区が最も多かったが、荒茶品質は施肥量の増加に伴い、高くな

る傾向があり、30 ㎏区は60 ㎏区より劣り、90 ㎏区の品質は60 ㎏区より高かった。 

３ 試験開始13年目の茶園畝間土壌の化学性は、30 ㎏区は60 ㎏区に比べ、EC、全窒素、アンモニア態

窒素、有効態リン酸及び塩基飽和度がやや低く、C/Nは高かった。90 ㎏区は、60 ㎏区に比べ各調査項

目で差は少なかったが、アンモニア態窒素は下層まで明らかに多かった。C/Nは小さい傾向であった。 

４ 以上から10アール当たり窒素施用量を30 ㎏に削減し14年継続栽培した場合、60 ㎏施肥に比べ、自

然仕立てでは収量、荒茶品質に差はなかったが、弧状仕立てでは減収及び荒茶の品質低下が見られ

た。90 ㎏と増肥した場合は、自然仕立てでは収量、荒茶品質ともに60 ㎏施肥とほぼ同等、弧状仕立

てでは減収したものの品質は明らかに高くなった。 
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Effect of Continuous Application of High and Low amounts of Fertilizer on Tencha

SHIRAI Kazunori, TSUJI Masaki, KINOSHITA Tadataka, KANADA Akimitsu and TSUJI Hirotaka

Abstract: We investigated the effects of continuous application of four different amounts of nitrogen 

fertilizer (0 kg·ha-1·year-1, 300 kg·ha-1·year-1, 600 kg·ha-1·year-1, and 900 kg·ha-1·year-1) on the 

growth and yield of Tencha. The tea plants for Tencha were cultivated for 14 years by using of two 

types of frame formation, namely, (a natural shaped bush formation (natural formation) and an arc 

shaped bush formation (arc formation)). The results of our field study are summarized below. 

1. In the natural formation tea field, the yield was markedly lower on the 0 kg·ha-1·year-1 plot. We 

observed no clear differences in yield among the remaining three plots. The tea for Tencha grown on 

the 600 kg·ha-1·year-1 and 900 kg·ha-1·year-1 plots had good organoleptic qualities and high amounts 

of free amino acids. The difference between these two plots was small about the quality of Tencha, 

and therefore the appropriate amount of fertilization was assumed to be 600 kg·ha-1·year-1. 

2. In the arc formation tea field, the 600 kg·ha-1·year-1 plot showed the highest yield. The quality of 

Tencha improved according to the increase in the amount of fertilizer.  

3. In the soil of the space between hedges after 13 years, decreases in electrical conductivity, NH3-

N, and troug-P2O5, and base-saturation percentage were found, but the C:N ratios increased on the 

300 kg·ha-1·year-1 plot. The difference between 600 kg·ha-1·year-1 and 900 kg·ha-1·year-1 plot was 

small in these variables, but NH3-N obviously passed into the subsoil on the 900 kg·ha-1·year-1 plot.

4. A decrease in the amount of nitrogen fertilizer to 300 kg·ha-1·year-1 enabled maintenance of the 

yield and quality of Tencha in the natural formation tea field, but decreased the yield and quality 

in the arc formation tea field. An increase in the amount of nitrogen fertilizer to 900 kg·ha-1·year-1

enabled maintenance of the yield and quality of Tencha in the natural formation tea field. On the 

other hand, this amount of fertilizer decreased the yield, but, increased the quality of Tencha in 

the arc formation tea field. 
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緒 言 

 かぶせ茶、玉露、てん茶などの覆下茶では、アミノ酸

などの旨味成分の増加を目的に多肥栽培が行われてい

る。チャ生産府県の施肥基準１）によると、せん茶では、

主要15府県の10アール当たりの年間施肥窒素量は平均54 

㎏であるのに対し、愛知、三重、京都、福岡各府県の覆

下茶の平均基準値は66 ㎏と約20％高く設定されている。

また、てん茶栽培における仕立て法は全国的に弧状仕立

てが主流であるが、愛知県ではてん茶生産の歴史が古い

西尾市を中心に自然仕立て園が20％程度を占めている。

 チャは、好アンモニア性作物であり、アンモニア態窒

素の施用割合が高いほど、茶芽中のテアニン、グルタミ

ン酸、アルギニンなどのアミノ酸含量が多くなることが

報告されている２）。このためてん茶などの覆下茶栽培で

は、一般的なせん茶栽培に比べ多肥化が進む傾向が強い。 

 愛知県のてん茶栽培地域においては、多肥による地下

水への影響が懸念されており、施肥の削減が求められて

いるものの、長期間の施肥量の多寡がてん茶の生育や収

量に及ぼす影響が不明なまま施肥量を削減すれば、茶樹

の生育不良や製茶の品質低下が発生することが懸念され

る。 

 したがって、施肥削減の可能性について検討するため、

慣行施肥量を基準とした減肥栽培及び増肥栽培を1998年

から2012年まで実施した。このうち、2000年から2004年

までの木下ら３）の結果に、さらに７年間継続したデータ

を加え、自然仕立て及び弧状仕立ての両仕立てについて、

施肥量がてん茶の収量及び全窒素、各種アミノ酸、官能

評価などの品質に及ぼす影響を調査したところ、いくつ

かの知見が得られたので報告する。 

材料及び方法 

 愛知県農業総合試験場東三河農業研究所のてん茶園

（品種：「やぶきた」27年生、株張り1.5 m、うね幅1.8 m、

黒色化学繊維による棚がけ被覆、土性：細粒黄色土(LiC

～HC)）において試験を実施した。1998年６月に、茶樹を

高さ45 ㎝程度に中切り（番刈り）し、同所のてん茶慣行

栽培である10アール当たり年間施肥窒素量60 ㎏を対照

とし、同年８月から表１に示した施肥窒素量０、30、60

及び90 ㎏（以下、０㎏区、30 ㎏区、60 ㎏区及び90 ㎏

区とする）の４試験区を設け、栽培を開始した。また、

同時に自然仕立て及び弧状仕立て（曲率半径(R)=1150 

㎜）の２種類の仕立て法において処理の比較も行った。

全ての試験区で灌水は行わなかった。 

 施肥は表１の通りとした。有機配合肥料（8-4-6）は菜

種粕、硫安、硫酸加里苦土、魚粕、重過リン酸石灰、硫

酸加里、尿素の配合、並びに化成肥料（12-12-16）は硫

安、硝安、リン安、硫酸加里配合のBB肥料を用いた。施

肥はうね間全面に施し、施肥後は直ちに土壌と混和した。

苦土石灰は2005年秋肥前に10アール当たり100 ㎏を施用

した。以後は無施用とした。灌水は、実施しなかった。

弧状仕立てでは、2004年に中切り、2005年及び2009年の

一番茶摘採後に深刈りを行った。 

 試験区の面積は、自然仕立て及び弧状仕立て各々１区

10.8 ㎡（うね幅1.8 m×6.0 m）で、反復なしとした。 

 被覆は、最終遮光率99％の３段被覆とした。 

 一番茶収穫時の枠摘み調査は、自然仕立てでは各区２

連の50 ㎝×50 ㎝の方形枠で実施し、新芽数及び開葉数

を調査した。弧状仕立てについては、各区２連または３

連（年により異なる）の20 ㎝×20 ㎝の方形枠で実施し、

新芽数及び開葉数を調査した。生葉の収量は、自然仕立

てではうね長約２～３m（年次により異なる）をしごき摘

みで収穫、弧状仕立てではうね長約３～５m（年次により

異なる）を可搬式摘採機で収穫し、製造に供した。 

 荒茶の品質評価は、官能審査と化学成分分析により行

った。官能審査は標準審査法により行い、各項目最も良

いものを20点満点とする相対値（わずかに差がある：0.5

点、差がある：１点、かなり差がある：２点、極めて差

がある：３点）で評価した。製茶の全遊離アミノ酸はニ

ンヒドリン呈色法４）、タンニンは比色定量法４）、アミノ酸

組成は高速液体クロマトグラフ法（Agilent Technologies 

1100series)、全窒素はケルダール法により測定した。茶

園土壌は、自然仕立てと弧状仕立ての間のうね間から採

取し、分析は標準土壌分析法５）に従い、pH、EC、全窒素、

全炭素、無機態窒素、有効態リン酸及び塩基飽和度を分

析した。 

試験結果 

１ 一番茶新芽の生育及び収量 

  一番茶新芽の枠摘み調査における新芽数を表２に、開

葉数を表３に60 kg/10 a区を100とした指数値（以後、指

数値という）で示した。新芽数及び開葉数について、自

表１ 施肥設計 

秋肥1 秋肥2 春肥1 春肥2 芽出肥1 芽出肥2
８月下旬９月中旬２月中旬３月上旬３月下旬４月上旬
菜種粕有機配合菜種粕化成肥料 硫安 硫安

０ｋｇ 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0
30ｋｇ 30.0 11.9 12.2 6.0 5.4 5.0 4.6 4.5 4.5
60ｋｇ 60.0 23.7 24.3 12.0 10.8 10.0 9.2 9.0 9.0
90ｋｇ 90.0 35.6 36.5 18.0 16.2 15.0 13.8 13.5 13.5

時期別10アール当たり窒素施用量（ｋｇ）
試験区

Ｎ P2O5 K2O

10アール当たり施用量

(kg y
-1
)
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然仕立て、弧状仕立てともに、施肥量の違いによる差は

見られなかった。 

 一番茶の生葉収量の推移を指数値は表４に、実測値は

図１に示した。自然仕立てでは、10アール当たり400 ㎏

から1000 ㎏まで年次による収量の違いが大きかったが、

60 ㎏区に比べ、０㎏区は少なく、30 ㎏及び90 ㎏区は差

がなかった。また、年次別に収量の推移をみると、2000

年から2008年は全体的に増収傾向で、2010年から2012年

の間は、30 kg、60 kg、90 kg区とも900 kg/10 a前後と

高収量となった。 

1) 60 ㎏区を100とする指数、表中の(  )内は実測値（単位：本/㎡)。

     2）仕立て毎に解析。異種文字間はp＜0.05で有意差有り。

表２ 施肥量が一番茶新芽数の年次別指数1)に及ぼす影響 

表３ 施肥量が一番茶開葉数の年次別指数1)に及ぼす影響 

1) 60 ㎏区を100とする指数、表中の(  )内は実測値（単位：枚)。

2）仕立て毎に解析。異種文字間はp＜0.05で有意差有り。
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弧状仕立てでは年次による変動が、自然仕立てに比べさ

らに大きく、10アール当たり200 ㎏から800 ㎏までの幅

があった。60 ㎏区に比べ、０㎏区は明らかに収量が少な

く、30 ㎏区及び90 ㎏区も有意に少なかった。30 ㎏と90 

㎏区の差は認められなかった。また、年次別に収量の推

移をみると、2000年から2008年は全体的に年次変動が大

きく傾向が判然としなかったが、2009年から2012年の間

は漸減傾向で、2012年にはどの施肥区も300 kg/10 aから

350 kg/10 aと、自然仕立てに比べ1/2以下の低収量とな

った。 

２ 荒茶の官能審査による評価 

 荒茶の官能審査結果を、所内てん茶慣行施肥量である

60 ㎏区を基準とした審査評価点の差として、仕立て別、

審査項目別に図２に示した。 

 自然仕立てでは、香気を除く全ての審査項目で０㎏区

が劣る傾向があったが、60 ㎏区と30 ㎏及び90 ㎏区の差

は明確ではなかった。 

 弧状仕立てでは、全ての審査項目で60 ㎏区に比べ90

㎏区が優れる傾向で、合計では明らかな差となった。60 

㎏区と30 ㎏区の差は小さく、０㎏区は最も劣る傾向であ

った。 

３ 荒茶の化学成分 

 両仕立て別の製茶中の全窒素、全遊離アミノ酸及びタ

ンニン含量の年次推移を表５、表６、表７に実数及び指

1) 60㎏区を100とする指数、表中の(  )内は実測値（単位：10アール当たり㎏)。

      2）仕立て毎に解析。異種文字間はp＜0.01で有意差有り。 

表４ 施肥量が一番茶生葉収量の年次別指数1)に及ぼす影響

図１ 施肥量が一番茶生葉収量に及ぼす影響

－○－０㎏  －□－30 ㎏  －●－60 ㎏  －■－90 ㎏ 
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数値で示した。全窒素含量は、自然仕立てでは60 ㎏区に

比べ30 ㎏及び90 ㎏区は差がなく、０㎏区が最も少なか

ったが、０㎏区と他３区の差は平均で10％程度と僅かで

あった。弧状仕立てでは施肥量の増加に伴い含量が高く

なる傾向があった。60 ㎏区に比べ90 ㎏区は全窒素含量

が多く、30 ㎏区は同程度であった。仕立て別では自然仕

立てが弧状仕立てより高かった。全遊離アミノ酸含量は、

両仕立て共に60 ㎏区に比べ90 ㎏区が多く、30 ㎏区は同

等であった。60 ㎏区と90 ㎏区の差は自然仕立てより弧

状仕立ての方が大きい傾向であった。タンニン含量は、

両仕立てとも０㎏区の含量が明らかに高い傾向であっ

た。自然仕立てでは60 ㎏区は30 ㎏区及び90 ㎏区と差が

なく、弧状仕立てでも60 ㎏区は90 ㎏区及び30 ㎏区と有

意差は認められなかった。 

自然仕立て 弧状仕立て

図２ 施肥量の違いが荒茶の官能審査結果に及ぼす影響

－○－０㎏ －□－30㎏ －●－60㎏ －■－90㎏
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 荒茶の主要遊離アミノ酸含量の2006年から2008年まで

の平均値を図３に、指数値で示した。自然仕立てでは、

施肥量増加に伴う各アミノ酸の含量変化が見られなかっ

た。弧状仕立てでは、60 ㎏区に比べ90 ㎏区はアスパラ

ギン酸、グルタミン酸、グルタミン、アルギニン及びテ

アニン含量が明らかに多かった。60 ㎏区と30 ㎏区の差

は小さい傾向であった。 

４ うね間土壌の化学性 

 2011年の一番茶摘採後のうね間土壌の化学性を表８に

示した（但し、塩基飽和度につては2009年採土)。pHは、

０㎏区を除き30 ㎏から90 ㎏区まで差は少なく、層位０

～10 ㎝では3.5、15～25 ㎝は3.1、25～35 ㎝は3.2であ

った。ECは、60 kg区に比べ上層から下層まで０㎏区は著

しく低く、90 ㎏区は同等に高かった。全炭素及び全窒素

1) 60 ㎏区を100とする指数、表中の(  )内は実測値（単位：乾物％)。

2）仕立て毎に解析。異種文字間はp＜0.01で有意差有り。

表５ 施肥量が荒茶の全窒素含量の年次別指数1)に及ぼす影響 

1) 60 ㎏区を100とする指数、表中の(  )内は実測値（単位：乾物％)。

2）仕立て毎に解析。異種文字間はp＜0.01で有意差有り。

表６ 施肥量が荒茶の全遊離アミノ酸含量の年次別指数1)に及ぼす影響
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は、施肥量が多いほど含量が多い傾向が見られたが、60 

㎏区と90 ㎏区の差は小さかった。また、下層ほど含量が

少ない傾向が見られた。C/Nは、全層位で90 ㎏区が小さ

い傾向があった。無機態窒素ではアンモニアの蓄積が60 

㎏区及び90 ㎏区で顕著で、特に90 ㎏区は下層において

も他３区より高い値であった。有効態リン酸は、表層で

は施肥量が多いほど含量が多く、15㎝以下の層では、30 

㎏以上の施用区はほぼ同等の含量であった。また、表層

より下層に多い傾向であった。塩基飽和度についても施

肥量が多いほど高くなる傾向であった。 

考 察 

 愛知県を含めたてん茶などの覆下茶栽培地域において

は収量や品質向上を目的に施肥量が多くなる傾向があ

る。しかし、多肥による地下水への悪影響が懸念される

ため、窒素施用量削減の長期継続がてん茶の生育収量及

び品質に及ぼす影響について検討した。 

１ 一番茶新芽の生育及び収量 

 茶生産府県の施肥基準１）を見ると、少ない例として、

千葉県のせん茶における施肥基準では窒素が24 ㎏、多い

例として、京都府の覆下茶においては75 ㎏、本試験の施

肥区として設けた30 ㎏から90 ㎏の処理区については、

極端に逸脱した量ではない。 

 枠摘み調査における新芽数、開葉数で、年次変動はみ

られたものの、施肥区間で大きな差が見られなかったの

は、何れの処理区も前年摘採以降の気象条件の影響は同

様であったものと推察される。 

 収量に関して木下ら３）は、両仕立てとも、施肥量が多

いほど増収する傾向がみられるとしているが、自然仕立

てにおいては、13年間を通してみると、０㎏区を除き、

施肥量の違いによる収量差は認められず、木下らの報告

と異なる結果となった。自然仕立ては、受光態勢が良く、

一番茶摘採後の強剪枝により、樹勢の回復と養分の蓄積

が十分に行われるという特性６）があるため、施肥による

影響を受けにくいと考えられた。 

 一方、弧状仕立ては、自然仕立てほど強剪枝（中切り）

が頻繁に行われず、年数回の整枝により樹体内の養分蓄

積が少ないため、施肥量の影響を受けやすいと考えられ

る。すなわち、60 kg区に比べ30 ㎏区では減肥による養

分吸収量の減少が生じ、90 ㎏区では増肥による土壌中無

機態窒素の下層までの移行により、硝酸態窒素等により

根域全体にわたり根の生育が抑制された結果、60 ㎏区が

最も増収する結果となったものと考えられる。弧状仕立

てにおいては、木下ら３）の結果や考察と一致した。 

 なお、自然仕立ての収量が増収傾向にあるのは1998年

試験開始時の中切り以降、毎年強剪枝である番刈りを繰

り返したことによって、樹勢の回復が容易に成されたこ

とによるものと考えられる。また、弧状仕立てにおいて

2009年以降低収傾向を示したのは、2004年の中切り以降、

強剪枝を実施しなかったことによる樹勢の低下が１要因

ではないかと考えられる。 

２ 荒茶の官能審査結果 

 自然仕立てで外観、水色、香気、滋味及びから色の全

ての項目で、施肥量による違いが小さかったのは、前述

したように、この仕立ては、枝条生育に伴う樹体の養分

蓄積の影響が大きかったため、施肥量の違いによる影響

1) 60㎏区を100とする指数、表中の(  )内は実測値（単位：乾物％)。

2）仕立て毎に解析。異種文字間はp＜0.01で有意差有り。

表７ 施肥量が荒茶のタンニン含量の年次別指数1)に及ぼす影響
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は少なかったものと考えられた。一方、弧状仕立てでは

前述したように施肥量による影響を受けたものと考えら

れる。60 ㎏区と90 ㎏区の差は試験期間通した場合、大

きな差はないように思われるが、容易に比較しやすい項

目である外観において、90 ㎏区が60 ㎏区より１点以上

上回る年が４回見られた。これらの結果は、木下ら３）と

同様で、品質を向上させるためには、施肥窒素量を60 

kg/10 a以上にする必要があることが示唆された。 

３ 荒茶の化学成分 

 自然仕立てにおける荒茶中全窒素含量は、施肥量が多

いほど多くなる傾向がみられたが、60 kg区に比べ90 ㎏

区が最も高かったものの、０㎏区を除き差が小さかった

が、その要因として、前述した自然仕立ての特性６）によ

るものと考えられる。さらには、全窒素は施肥窒素量が

ある量を超えると増加が押さえられる７）ことも関係して

いると思われる。木下ら３）は、自然仕立ての荒茶全窒素

含量は60 ㎏区より90 ㎏区が多いとしているが、13年間

通してみると有意差は認められなかった。弧状仕立てで

は、60 kg区に比べ90 ㎏区が明らかに高くなり、荒茶中

全窒素含量に対する施肥反応が高い仕立て法と考えられ

た。 

 全遊離アミノ酸含量については、両仕立て共に施肥反

応が高い傾向が見られた。これは生育量に関係が深い全

窒素と品質に関係の深いアミノ酸では最適施肥量（最高

値を示す量）が若干異なっているものと考えられる。

Okanoら８）の幼茶樹のポット試験において、生育量は10

アール60 ㎏N相当の施肥で最大となり、アミノ酸は90 ㎏

N相当で最大を示し、生育と品質に対する好適施肥範囲に

ズレがあることが報告されている。このことは、本試験

に近い結果となっている。木下ら３）は遊離アミノ酸含量

についても、生葉収量、全窒素含量と同様に施肥量の増

加に伴い、多くなるとしているが、13年間（生葉収量は

14年間）通してみると60 ㎏区と30 ㎏区の差については 

図３ 施肥量が荒茶の主要アミノ酸含有率に 

及ぼす影響 

ASP:アスパラギン酸、GLU:グルタミン酸 

ASN:アスパラギン、SER:セリン、GLN:グルタミン

ARG:アルギニン、THEA:テアニン

a、b間は、P＜0.05で有意差有り。 

アルファベット記載のない項目は有意差なし。 

表８ 施肥量が畝間土壌の化学性に及ぼす影響 

2011/7/25採土（但し、塩基飽和度測定土壌は2009/5/26採土)。



103                愛知県農業総合試験場研究報告第46号                   

有意な差ではなかった。 

 各種遊離アミノ酸含量では、自然仕立てでは、それぞ

れのアミノ酸における差が僅かであったため、有意差が

認められなかったと考えられる。弧状仕立てについて

は、絶対量としては自然仕立てより含量が少ないもの

の、90 ㎏区のアスパラギン酸、グルタミン酸、グルタミ

ン、アルギニン及びテアニン含量が最も多かった。高級

てん茶は特にグルタミン、アルギニン及びテアニン含量

が多い９）とされることから、本試験の90 ㎏区にも同様

に施肥の効果が表れたものと思われた。弧状仕立ての増

肥栽培は、高品質てん茶生産には効果が高いと考えられ

た。しかしながら、環境保全の観点から考えると、被

覆肥料１０，１１）、硝酸化成抑制剤入り肥料１２）、点滴施

肥１３，１４）など施肥量削減が可能な栽培法と荒茶品質や荒

茶中の各種遊離アミノ酸含量の関係を明らかにすること

が重要である。 

４ うね間土壌の化学性 

 EC、アンモニア態窒素、有効態リン酸など下層まで施

肥の影響が見られたのは、土壌の強酸性化により塩基類

が極めて流亡しやすい環境であったためと考えられる。

90 ㎏区のC/Nが他３区より小さかったことは、チャへの

可給態窒素供給をより容易にしており、それにより、ア

ンモニア態窒素が下層まで多く残存する結果となったと

考えられた。 

５ 今後のてん茶生産における施肥 

 自然仕立てにおける施肥量30 ㎏区から90 ㎏区までの

収量には差が無く、官能審査や遊離アミノ酸含量等によ

る評価でも60 ㎏区と90 ㎏区の差は小さかった。生育量

があまり変わらないことを考慮すると施肥量が多いほど

余剰窒素による環境負荷が大きいと考えられるので、自

然仕立てでは60 ㎏程度の施肥量が適切であると推察さ

れた。品質をより重視する自然仕立て茶園では枝条の密

度管理や土壌水分管理等施肥量以外の手法で品質向上を

狙うのが望ましいと考えられる。 

 一方、弧状仕立てでは、収量は60 ㎏区が多収となった

が、品質面では90 ㎏が最も良好であった。更に増肥すれ

ば、より品質を向上させる可能性も否定できないが、そ

れに伴う収量減、肥料費の増大等を考慮しなければなら

ない。 

 弧状仕立ての機械摘みのてん茶は加工用として利用さ

れることが多く、あまり高品質なものは求められない。

加工用てん茶生産を目的とするのであれば、収量優先で

品質の安定したてん茶を生産するほうが有効であると推

察される。そのためには、今後、生葉の均一性を高める

工夫等整せん枝技術の向上を図る必要があると思われ

る。 
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